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（2＞製糸業に於てはSI三産系統と版費系統とが分離してゐる爲め商人は利已心にて製糸家に損失を蒙

らしむる行動をなしかねなV・。

（3）生糸の保存性が鯨舅易なため保管を長年月することが禺來なV・。

　　（註一）　改遣靴　紹潴壌粂集　四十二巻　勝田貞次氏　日本鷹業と企業　PP．223－224

　　　（言ヒご）土方威美氏F体維沸のvr・究」港PP．64－75　帥峨氏繭生綜の將楽P・16S

　　　興仙峯考書　改造靴　紹濟學全集　繭十二巻　早川直瀬氏　慰藁組濟　　　＝コノミスT・　第入年十一號

結　　　　　論

　以上の外生糸の保存性及蓮搬｛猛に就いても論ぜなければならなv・のであるが雀略した。要之、生糸

の経漕的性質を大略説明し碍たと思ふ。各蔀に就て生糸の｛映貼を率直に指弥肇するに聴躇しなかつた。

生糸は商品としてその市傷性を次銘に奪はれて行くのではなきやを疑ふ渚である。早川博士が其の著

書製綜経濟墾570頁に於て「前二表に示せる如く、生糸の贋格は過去六七十年間殆んど大なる差異な

かりしは寧ろ奇異なる感なくんぼあらす』と驚かれ、倫比較的低廉なることを述べられてゐる事を吾

入は何んと考ふるか。叉昨年來の殺人的安値を何んと見るか。輿ふる者は輿へられるといふに非す

や，然らば砦し生糸が實質的及縄濟的債値を有し｛jlも大衆の要求する庭に合致するものならばその貢

献の程度丈けの市債を患まれねばならぬに上蓮の如く比較的安きは此塵に何等かの不合理なしと離が

云ひ得やう、私は此r1）研究に依つて一つの暗示を得たのを幸と思ふ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和六’年七月十五日受理）

種々なる絹の各種形態の窒素の分布に就きて

井上柳梧

坂本孝子

　1　各種の絹綜類のアミノ酸組成に就きては巳に多数の研究によりて典組域も大休に於て明かなる

に到れり。著者が已に獲表（東京化塵魯誌　第三六帳　第ニニ頁及同誌第三九映三〇一頁）したるが

如く是等絹綜のアミノ酸組成はglycocoll，　alanine及Myrosil〕eに著しく富みて居砂其他のアミノ

酸は其含量が少いが然し野獄糸甜こ於ては梢共組域を異にし家澱縣に多量に含有せられて居る。是等の

三つのアミノ酸は共量多からすして他のアミノ酸類が塘加して居るのである。

　絹を構成せる各種窒素化合物の窒素の形態に就きても巳に研究せられたる庭あり。著者等は各種の

絹を得る機會を得たるを以て楚等絹綜類に於ける各種形態の窒素の分窃を決矩し更に家獄のFibrQin

及Sel’iciuの窒素の分布と比較する窮を得たのである。訳ぎに共大要を罷す。

　II欝　　瞼
　實駿に供したる物は次の如くである。

　　樗　獄　（A七七aGus　Cyn七hia）

　　牛’1三　　翻　　 （An七1）erae　rk　：1≡）erni）

　　天　　　諸tl’fi’i　　（＿A」lltlユeコじεしeεし　：1「aし1nεし11ユεLi）
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　　栗　虫　（Calig’u1εt　Jal）onica）

　　家慧繭のSeriGin．

　　家糠繭のFibroiu．

分析したる項目は次の通りである。

（1）水　分

（2）次分

（3）繭層の杢窒素量

（4）加水分解

　供試景を各六瓦宛取り是れに30％の壇酸を120蛇を加へ逆流冷却装置を附して絹の種類によりて6時

間一1611寺閥煮沸して分解しビウレツト反悠を呈さざる迄に到らしむ。次いで偲過して後翻酸の反腱｛

のなくなる迄洗灘する、而して是れを500蝿までにうすめる。

（5）魏酸に可溶牲全窒素

　加水分解液を二蛇取りてKjeld乱h1氏怯によりて窒素を定量せり。

（6）濃鰹酸に不溶解なる窒i素

　加水分解したる塩含の淺澄の窒素を定量せり。

（7）Hu臓in態窒素

　前記せる加水分解液を50蝿取り石次をカllへて沈澱せしめ是れを濾遡洗瀞したる後其沈澱物の窒素を

定最したり。

（8）アマイド態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　加水分解液を50妬取り是れにマグネシアを加へて微アルカリ性となし温度40℃の許に低墜蒸溜を行

ひ生ぜるアムモ＝ア窒素を定量した。

（9）燐タングステン酸の沈澱及其洗灘

　Huln圭n態窒素を定最したる濾液を蜷酸を加へて中和し低墜蒸溜を行ひて100靖になし、是れに濃魏

酸を10－18蝿加へて酸ll生とし15瓦の燐タングステン酸の溶液を加へて沈澱せしむ。次ぎに水を加へて

200嬬となし湯煎鍋の上にて熱して瀧澱を悉く溶解させる、後是れを冷却させ更に48持聞力女置して後

濾過する、沈澱は燐タングステン酸の溶液にて洗1條す、而して洗瀞液がTi次の反慮なき迄に到らしむ。

（10）燐タングステン酸の沈澱の庭瑚！

　潴條によりて石荻の反慮が無くなりたる沈澱は是れを内容約一立のlt“　一一カーに移し濾紙は能く水洗

し濃厚なる苛性曹遽溶液轍滴を加へて能く洗灘し、沈澱は苛性繭逮に溶解する。かくして得たる溶解

液と前の洗瀞液とを混合し50％のアルカリ液を加へて悉く溶解する、此場合にフェノールフタレイン

を脂示藥として赤色になるや否やを験し若し赤色となる蕩舟にはアルカリの注加を止める。是れに反

して赤色が淘失する時は璽にアルカリを加へる。而して最後に赤色の溶液が得らる』様にする。

　全容量を800b9とし20％整化バリウ2・の溶液を加へて燐タングステン酸を除く。鯉化バリウムを加

ふる時は燐タングステン酸バリウムの沈澱を生す、是れを濾過して能く洗瀞し共洗源液がクロー　コLの

反慮なきに到らしむ。共濾液及洗灘液は是れを合し低墜のもとに蒸溜して小最となし是れを50蝿の秤

量フラスコの中に移しうすめて250蛇とする。

（11）アルギニン態窒素の定量　　「

　前記の50蝿の赤色溶液より25蝿を取り是れに：2。5瓦の苛性加果と少量の滑石粉とを加へ冷ゴミロ蝦置及

FoliaのBUIbとを附して6時闇加熟し生ぜる窒素にして13ulb中に吸牧せられたるものと分解曝中

に贈れるものとを定量し是れを加へてArginine態の窒素とし疫。
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（12）Hexone櫨基の全窒素と（〕y醐ne態の窒素

　Argiuineの窒素を定量したる後共蜷澄を濃硫酸を加へて分解し啓通の法によりて共窒嚢を定量し

更に是れにArginine態窒素を；IJIIへてHexoue蜷基の金窒素とCystine態の窒素の含量とした゜

（13）Cys七inθ態の窒i素

　燐タングステン沈澱を溶解したる溶液より燐タングステン酸を除却し海る原液（1蛇中より　10“Eを取

り磁製の蒸磯皿に入れ是れに次の液5蛇を加へる。

　水100iE，硝酸銅25瓦、食蜷259及硝酸アムモ＝ア10瓦、とを湿合溶解ぜるもの　かくして湯煎鍋上

にて乾燥して後加熟して禍色に到らしめ後奥に10分聞赤熟す、かくして得たる残渣を10％の盤酸の液

10蛇に溶解し150蛇にうすめる、是れに5％の櫨化ベリウムの溶液10蛇を加へ徐々に煮沸す、かくして

得たる硫酸バリウムの沈澱を濾遡して能く洗瀞し燃焼して恒量として秤最す、是れよりc＞’stineの量

を計鋳：したo

（14）　アミノ態窒素の定量

　以前の50蛇の中より　10tsを取りてvan　Slyke°の法によりて窒素を定量する。20°Cに於ては30分間

虎嵐する。

（15）His七idine態窒素

　　　（壇基の全窒素）一（AtEアミノ態窒素）＝全非アミノ態墾素

　此値をDを以て現はす、然る時は此DはArgii）iiiθ及His七idine中に含有せらるSものである。

A】rginineの窒素の3LlとHis七idineの窒素の2／3とが．此形を爲して居るものである。夫故に

　　　H・B七・・…　N・9（D一甚A・g…illθ）＝・・…67D－…2・A・g…i・・N・

（1（3）　　　：［」ysina　　態窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　工」ysinoの窒素は差によiJて計算する事が出來る。即ち次の通りである。

　　　工」ysiue態窒素＝杢窒素一（A．エgiuiue態窒素十Cys七ine　態窒素十王玉is七idine態窒素）

（17）モノアミノ酸の垂窒素量の定量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　燐タングステン酸の沈澱の濾液及洗瀞液を混じて約500蝿の杯量フラスコに移し、此中より50蛇を

取りて常法によりて窒素を定量した。

（18）モノアミノ酸のアミノ態窒素の定量

　原液より10鰭を取りVan　Slyke此の装置によりてアミノ態窒素を定量した。

（19　非アミノ態窒素

　　　（アミノ酸の発窒素）一（モノアミノ酸のアミノ態窒素）

1工互　實験結果

　以上の法により分析したる結果を綜合して見れば次の表の通りである。

擁釧柞副天釧栗鰍・…　1・ヰ・・イ・
水　　　　　　　　　　分

乾　　　　　　　　　　物

灰　　　　　　　　　　分

全　　　　　窒　　　’　素

全加水分解1嚇間
溶1解したる部分の杢窒i素

不溶解分の　金窒素

1L87％
88、13

　3．18

15．80

16時間

13，31％

9．95

90．04

2，12

17．63

1盛．00

16．4〔｝

‘a・，“一） P　1・23

9．67

90．33

d，87

16．4S

13。00

15．79

0。6D

8，22

91．78

0，82

16．80

14．00

15．？8

1，52

8，89

91．11

2．76

17．60

6．00

17。10

0，50

6．19

93．81

0．37

18．10

6，00

17．53

0，57
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正‘lumit1　　態　　　竃　　　素

Alnide　　　　　　　態　　　　　　　　 lhX　　　　　　　　素

Arginine　　　　態　　　　窒　　　　　素

Ilexon毛猛甚及Cyst｛ne態窒素

Cystine　　　態　　　　窒　　　　素

Aluino態窒素
Ilistidine　　　態　　　窒　　　素

Lyshユe　態　窒　ii博
Monoaniiiユ0酸の登窒素
Monoamino酸のAmino態i嚢
素

非アミノ態．窺素

（D，22

0，46

0．70

1。09

　0．0

0。4：t

O。35

〔）．Odi

11．37

11．20

0，17

　〔｝，2〔｝

　o．3，H

　1．；31

　2，∬｝

　O．｛｝7

　0．90

卜　O．56

　0．03

　】3．03

　12．21

　0、82

o．28

｛｝．30

ユ．（，り

1．99

0．20

（1，57

0．51

｛，．19

11．70

o。56

0．40

「　　　1・08

1．38

　0．0

0．31

0．2d

O．06

10．5工｝

1｛｝・：酬　 8・06

1・521　2・4d

o．331　・．36

0証〔D

’O．V7

2．03

0．12

1．ca5

0．34

0．60

13．94

13．54

0．生0

OL　22

e．s5

2．d7

0．07

1．02

0．74

0．Sl

13．18

11．S8

1。30

以上の結果よりして各種絹緑の全窒素を100として各形態の窒素を示せぱ次の表の通りである。

欄繭［罐刺天欄i紬繭1・er…1・［・ibr…
Amid，　態　’窒　素

1’IUinin　　態　　鑑　　　素

Cystine　態　室　素
Arginine　態　鑑　素

1’listidine態室素
Lysine　　　｝S　i　　　寵　　　　素

Monoamino　態　　窒　　素

非Amin・　態　窒　1素

全　　　窒　　　素　　　量

・・ V　・・3・1・・9・　2・6・・1・・・・・…6

　　　　　　　　　　　　　　　　　
O・O 堰@O・‘2・31　1・27i　　O・O

l：器ll劃　1：191：：事
O．30　　　　　　「0．18　　　　　　　1．20　　　　　　　0．31，

Sli：：糊階、器隈窮
99・99 @1°°・°°11°°・°°11（）°・°°

・・65i　・・2‘a　l　L77　3・67　i　・・93　2・05
　　　l　O．70　1　　　　0．｛LO

　　　l　5．67　」　　　4．85

　1．99　1　　盛．22

　3．51　　　　　・1．62

81．52　　　　　　　75。19

　2。；3，t　　　　　7鴻2

1°°・°° P1°°・°1

Iv総　　括　　　　　　・　、・

　前記したる結果より見る時は翻綜は家獄及野慧、術ほ又野獄の各種類によりて著しく共化學的組成

を異にして居るものである事を推定する事が禺來る。巳liち次分は一般に野鷲綜の方が多いが種類によ

りて少きものもある，セリシンは一般に荻分に寓んで居る、弧酸に封する抵抗性が著しく異つて居

る。Fib「oiu及Sericin等は6時間の煮沸によりて悉く分解するも、野翻繭は何れも抵抗性に富みビ

ウレツト反慮を失ふ迄には13時間乃至16．40時聞程煮沸する必要がある。而して斯く長時間煮沸する

も酸に溶解する窒素量は家懲に比して少量なり。實験したる野麗申樗獄は溶解窒素量が最も少い、從

て濃i憾酸に不溶解なる窒素は樗獄が最も多量にして家獄繭のFibloi耳及SericiUが最も少し。然し

Huヱnill態の窒素は各種の絹縣の間に著しき差異を見ないのである、　Amide態窒素に於ても同様に

して顯｛ぎなる差異を見ないのである。各秘窒素の形態申最も多いのはMono　amino態の窒素である

是れは何れの絹赫に於ても同様である。Hexon櫨塾はFibroinに於ては最も多葺堂にして天、柞獄赫

及S，　ericiu鬼れに次ぎ粟孟蚤及樗獄最も少簸である」Hexon　baso中Arginineは一般にHis七idi’ne

及Lysineに比して多い。然しFibroinは例外である。　Lysineは一股に少いのであるがFibτoiu

及Sel’iGillに於てはHisticlineよりも多いのである。

　是れを要するに：Ll　ibroinとSeriGi11とは窒素の形態に於ては相類似して居る。葡ほ天獄及柞獄と

も可域相類似して居る。而して樗獄と栗錨とは各共組成を異にして居る。更に留意すべきはFlibi’oin

及Serieiuの如きは其窒素の形態は相類似して居るが是れを構成せるモノアミノ酸類は著しく異りて

居り（東京化畢會誌第三加映、三〇一・頁）從て共性質がヲβ常に異つて居る事である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭羽吠年七月ご十匹1受麗）


